
経 済 産 業 省 推 進 資 格 「 I T コ ー デ ィ ネ ー タ 」 
I T コ ー デ ィ ネ ー タ 資 格 取 得 用 

ケ ー ス 研 修 の 開 催 
第 四 次 産 業 革 命 の 到 来 で 、 私 た ち の 生 活 や 企 業 を 取 り 巻 く 環 境 は 大 き く 進 化 し 、 
社 会 ・ 経 済 も 劇 的 な 変 化 が 始 ま り ま し た 。 

I T コ ー デ ィ ネ ー タ と は 、 「 経 営 と I T 」 を 融 合 し 、 真 に 経 営 に 役 立 つ 
I T サ ー ビ ス 利 活 用 の 推 進 ・ 支 援 を 行 な い I T 経 営 を 実 現 す る プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル で す 。 

I T を 利 活 用 し た 経 営 支 援 や 企 業 の D X 推 進 に 携 わ る 方 に は 、 そ の 取 得 に よ り 、 
企 業 や 団 体 か ら 深 い 頼 を 得 る こ と が で き る 資 格 で す 。 

さ て 今 回 の ケ ー ス 研 修 は 、 理 論 だ け で な く 、 実 際 の 企 業 を モ デ ル に し た 
ケ ー ス ス タ デ ィ を 通 じ て 、 よ り 実 践 的 な ス キ ル を 
習 得 す る こ と を 主 眼 と し て い ま す 。 そ の た め 当 機 構 の 経 験 豊 富 な 講 師 が 、 

あ な た の ス キ ル ア ッ プ を 強 力 に サ ポ ー ト い た し ま す の で 、 

是 非 こ の 機 会 に 受 講 を し て い た だ き 、 
I T コ ー デ ィ ネ ー タ 資 格 取 得 の ワ ン ス テ ッ プ と し て く だ さ い 。 
★ I T コ ー デ ィ ネ ー タ 資 格 は 、 
ス キ ル 標 準 ユ ー ザ ー 協 会 I T S S キ ャ リ ア フ レ ー ム ワ ー ク レ ベ ル 4 認 定 で す 

確 か な 
ス キ ル を 

身 に つ け る 

第 2 期 ケ ー ス 研 修 
6 7 ： 長 野 県 【 岡 谷 市 / 集 合 開 催 】 週 末 2 - 2 

開 催 日 

開 催 場 所 

受 講 料 

定 員 

申 込 

令 和 8 年 

2 月 7 日 （ 土 ） ・ 1 4 日 （ 土 ） ・ 1 5 日 （ 日 ） 
2 1 日 （ 土 ） ・ 2 2 日 （ 日 ） ・ 2 8 日 （ 土 ） 

諏 訪 湖 ハ イ ツ （ 岡 谷 市 長 地 権 現 町 4 - 1 1 - 5 0 ） 

2 2 0 , 0 0 0 円 （ 税 込 ） 
厚 生 労 働 省 「 専 門 実 践 教 育 訓 練 給 付 金 」 の 対 象 講 座 に 認 定 さ れ た 
の で 、 一 定 の 条 件 を 満 た す 場 合 、 受 講 料 の 最 大 8 0 % が 支 給 さ れ 

ま す 。 ま た ケ ー ス 研 修 は 、 経 済 産 業 省 「 第 四 次 産 業 革 命 ス キ ル 
習 得 講 座 （ R e ス キ ル 講 座 ） 」 に 認 定 さ れ ま し た 。 

最 大 1 2 名 ／ 最 小 4 名 

N P O 法 人   I T コ ー デ ィ ネ ー タ 協 会 
https://www.itc.or.jp/authorize/training/ 

ト
 を 経 営 の 力 に 
今

 、 そ の 一 歩 を 踏 み 出 す 

問 合 せ 先 
一 般 社 団 法 人   長 野 県 経 営 支 援 機 構 https://iikeiei.jp/ 
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